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第38回例会 №385月24日㈮

　皆さまこんにちはー。
　本日は、宮下壽幸ガバナー補佐・
椿井琢光ガバナー補佐エレクトにお
出でいただいております。
　宮下ガバナー補佐�本年度は何か
とご指導いただき有難うございまし

た。椿井ガバナー補佐エレクト�大谷ガバナー年
度�宜しくお願い申しあげます。
　さて、来週 28 日は大島精次パストガバナー「お
別れの会」です。
　先般、クラブ会長宛で、大島精次 PGご逝去に
際して、国際ロータリー�ジョン・ヒューコ事務
総長よりお悔やみの言葉が寄せられました。ここ
に、ご披露申しあげます。

　大島�精次パストガバナーご逝去の報に接し、
悲しみに耐えません。バリー・ラシン RI 会長
並びに RI 理事会に代わり、心よりお悔やみ申
し上げます。

　故人の生涯は、「超我の奉仕」を反映するも
のであり、ロータリーへの取り組み、とりわけ
1994-95 年度の地区ガバナーとしての奉仕は高
く評価されております。
　故人には数多くのロータリアン知己がおられ
ることと存じますが、近刊のロータリアン誌で、
大島�精次様の訃報が伝えられます。

　まずは、略儀ながら、書中にて謹んでお悔や
み申しあげます。

ジョン・ヒューコ 国際ロータリー事務総長

　国際ロータリーには、２つの公式標語がありま
す。それは、「最もよく奉仕する者、最も多く報
いられる」、そして、故大島精次 PGに捧げられ

た「超我の奉仕」です。ロータリーを支える標語
です。
　大島精次パストガバナーのご冥福をお祈り申し
あげます。

　本日の卓話は、高田 RAC会長　草野健斗さん
による「ローターアクト活動報告」です。ご清聴
ください。

出席率　94.23％

第７分区ガバナー補佐
　宮下壽幸君

第７分区ガバナー補佐エレクト
　椿井琢光君

佐藤教彦君（５/18 十日町北 RC創立 50 周年）
堀井靖功君（５/20 ロータリーの友代表委員会）
山崎公一君・飯塚宏佳君・山本　智君（５/23 高
田 RAC講演会）

第７分区ガバナー補佐　宮下壽幸君
第７分区ガバナー補佐エレクト　椿井琢光君

出席ニコニコBOX委員会
宮�下壽幸ガバナー補佐―空前の１年が終わろ
うとしています。高田RCの皆様には大変お

会長挨拶会長挨拶 牧野　章一牧野　章一

出 席 報 告

ビ ジ タ ー

メイクアップ

お 客 様 ス ピ ー チ

委 員 会 報 告
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卓 話

世話になりました。心より感謝いたします。
大谷年度のご活躍を祈念しております。
佐�藤信明君―第20 回「お花とお茶と木のか
ほり」は盛大に行うことができました。あり
がとうございました。

米山奨学委員会―寄付のお願い

配布物：週報№ 37
回覧物：第７分区 IM報告書
報　告：５/28　大島 PGお別れの会　10：30 ～

　今期、高田RAC�会長の草野です。
　今期はクラブターゲット「PRIDE」
と掲げ会員みんなが高田ローターア
クトに誇りを持ち、胸を張って活動
していこう！という気持ちで取り組

んで参りました。現在男性 10 名、女性３名、合
計 13 名で活動しております。
●例会について
　今期高田クラブでは卓話にも力を入れました。
その中で代表公式例会訪問では、「防災知識を高
めよう」をテーマに卓話を行いました。「災害」
と「消防用設備」について皆さんに学んでもらい、
その後体験型として非常食の試食や消火器を使っ
ての消火訓練を実際に体験してもらいました。非
常食を備蓄する大切さを参加者に感じて頂けたか
と思います。
●東京研修について
　クラブ研修（１泊２日）で東京へ行ってきまし
た。青少年奉仕委員長山崎様引率の元、NTTイ
ンターコミニュケーションセンターにて最先端の
情報伝達技術を体験し、江戸切子体験もしました。
参加者にとって楽しみと学びのある研修になりま
した。

●今期の活動を振り返って
　例会は卓話、職業講話を中心とし、時にはゲー
ム感覚の例会を開きました。
　昨日５月 23 日はかなざわ内科クリニック様の
金澤先生を講師にお招きし「上越市の地域医療に
おけるかかりつけ医の役割～現在とこれから～」
という演目で講話を頂きました。
　今期会長として、各例会にメリハリをつける事
で会員も出やすくなり、出席率が上がればという
思いで企画、運営してきました。
　学生の時は、期末テスト等で毎年「期限」を与
えられながら生活していましたが、社会人になっ
てからは、人生（プライベート）において期限が
存在しないのが大きく変わった事かと思います。
そのような事を考えている時にローターアクトに
出会い、入会し様々な刺激を受けました。30 歳
までという期限はありますが、残りのアクト人生
も多くの活動に取り組んでいきたいと思います。
　最後になりますが、日頃からご支援頂き、お世
話になっております高田ロータリークラブの皆様
に厚く御礼申し上げます。今期高田ローターアク
トクラブが活動できました事、皆様方の強力なご
支援のおかげであります。１年間本当にありがと
うございました。

ローターアクト活動報告
高田ローターアクトクラブ　会長　草野　健斗 君

　私は 40 歳の時、高田ロータリー
クラブに入会させて頂き、今年 63
歳になります。23 年間（最初の 15
年間は真面目に後半休眠）ロータ

リー活動をさせて頂きましたが、いまだに「ロー
タリーとは何ぞや」を語る事は到底できません。
それだけロータリーは幅も広く奥が深いというこ
となのでしょうか。（単に私が勉強不足だけなの
かもしれません。）
　ところで当社は 2013 年に旧澤井組（建設業）
と旧澤井商事（製造業）が合併し商号を澤井商事
に変更して、今年で７年目になります。現在、生
コンの製造販売は止め、土木・建築・農事・骨材・
除雪の５部門を主体に営業しております。その中
で 10 数年前に新規事業として始めた農作業請負

が、当時５年もすれば担い手不足で農作業の需要
が増えるだろうと始めたわけですがその需要が最
近になって増え始め、お陰様で育苗・耕耘・田植・
刈取は各々約 30 町歩、乾燥は（最初から 30 町歩
と好調で、その理由は企業秘密です…。）今では
50 町歩を任せて頂ける様になり、農事部門がやっ
と軌道に乗り始めました。農業での問題の一つは
やはり担い手不足だと思いますが、農業（米作り）
という職業がその職業だけで生活していく事が出
来ないのであればその職業を選ぶ人はいなくなる
でしょう。大問題です。
　これからまた徐々にロータリー活動に参加して
いきたいと思っておりますので今後ともよろしく
お願いいたします。

澤井商事　澤井　祥典 君

私もひとこと 会社合併してから７年目を迎えて

回 日 講演者：演題 会　　場

40 6月7日
卓話：上越教育大学教授　光永　伸一郎様

演題：未定
交換留学生：ジョン・スケンゼル君例会出席日

デュオ・セレッソ

41 6月14日 クラブ協議会　１ デュオ・セレッソ

42 6月21日 クラブ協議会　２ デュオ・セレッソ

43 6月28日 2018-2019年度最終例会＜夜例会＞ デュオ・セレッソ

６月例会プログラム

幹 事 報 告


